






















第 3 9 3 3 号
昭和 52 年 3 月 25 日
工学研究科石油化学専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当
トリメチルシリルメチル基もしくはポリハ口アリール基を持


















第 4 章では，第 3 章で得られたトリスポリクロルフェニルタリウム(皿)を用いて新奇な π一アリ
ルパラジウム(n )化合物Pd (π一アリル) (Ar)(L)( アリル= 2 -MeC 3九 ， l-MeC3H4' l-Et02 





第 5 章では，平面四配位ニッケル族アリル化合物のπ一σ アリル変換の速度をかき高いポリハロア
リール基を導入して低下させ，異常に安定な σ一アリルパラジウム (ll) ，白金 (ll )錯体トランス











困) ポリクロルフェニル基を持つ πーアリルパラジウム(I )化合物Pd (πーアリル) (Ar)(L) 
はπ-アリルパラジウムを経由するアリルアルキレーション反応のモデル化合物になり得る。
N) 配位子の存在下，アリルパラジウム(I )および白金(I )化合物のπーσ アリル変換の速度
はかさ高いポリハロアリール基の導入により低下し，これまで中間体としてのみ仮定されて来た
σーアリルパラジウム( ll) ，白金(I )錯体が単離される。
以上の結果は，金属化合物を用いる有機合成反応の中間体をかさ高い有機基を用いて巧みに安定化
し，その諸性質を明らかにした点において，有機化学に貴重な知見を提供するものである。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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